
知識の粘着性？

～どうすれば価値を見いだしてもら
えるか～

第7分科会 町田雅之
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影響を与え
る項目

困難さの原因 情報と生物の関係
（ドライ と ウェット）

移転される
知識の特性

因果の曖昧性、知識が未証明
（不確実性に対する本能的回避）

情報：論理的
生物：例外ばかり・大きな誤差
（性質が相互にほとんど理解されない）

知識の送り
手の特性

モチベーションの欠如
送り手への信頼の欠如
（知識・技術への強いこだわり）

情報の殻を破って生物をやろうとしない
情報は生物のお手伝いをやらされる
（結果が出ないのは生物側の問題）

知識の受け
手の特性

モチベーションの欠如
吸収能力の欠如、保持能力の欠如
（技術の本質的価値の不理解）

情報を使っても何も分からない
結局は生物が唯一の解決方法
（情報で何ができるのか知らない）

移転が行わ
れるコンテク
スト

不毛な組織のコンテクスト
送り手と受け手の間の困難な関係
（既存の手段・価値が優先される）

学術領域を侵犯して欲しくない
言葉や考え方が違って話もできない
（それぞれの専門領域では権威）

参考：若林ら、知識の移転：粘着性の測定、赤門マネジメント・レビュー 8、169 （2009）

知識・技術の移転を難しくしている要因
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GS社パンフレット

3

詳しすぎて分かりづらい
→ 完結にしてキーワードで表現︖



今後３年間の計画
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行動計画 売り上げ目標

1年目

• 学会等での個人的な宣伝活動
• 同分野＊1研究者からの受注の拡大
• 事業実績の発信による信用の向上
• 代理店の獲得

300万円

2年目

• 学会でのブースの出展
• 弊社事業の方法論の周知活動＊2

• 補助者の雇用
• 代理店の拡大、異分野からの受注

600万円

3年目

• 海外からの受注（韓国、米国等を想定）＊3

• アライアンスによる事業の拡大
（IT専門企業＊4、生物解析企業等＊5）

• 解析の自動化率の向上による高収益化＊6

1000万円

＊1 最も近い分野は微生物の真菌（酵母、カビ、キノコ）分野
＊2 インターンシップ、企業へのセミナー等
＊3 海外の代理店が必要
＊4 大規模なデータへの対応、セキュリティ厳格化等による創薬企業からの受注
＊5 生物解析と情報解析の最適なコンビネーションのコンサルティング等を含む
＊6 情報解析の効率化の方法論の改善はこれまでにも進めてきている

• ニーズはある
• 商品のイメージが湧かない
• 考える余裕が無くて踏み出せない

↓
• 実例を挙げるしかない︖


